
『地球温暖化対策研究』の推進について
農林水産技術会議事務局

基本的な方針

◎①農林水産業における温室効果ガスの排出削減・吸収機能向上に貢献する研究、②将来の温暖化の影響の予測・評価、③温暖化に適応
する品種開発や生産安定技術の開発を計画的に実施。
◎研究課題について行政部局と十分に調整し、炭素排出・吸収評価（LCA評価）や農林水産物の生産性への影響を考慮した温暖化防止策・

適応策技術の開発に努め、行政部局での温室効果ガス削減対策に貢献。
◎研究成果は、速やかに生産現場での実証・普及に移すとともに、IPCCへの情報提供や開発途上国支援などに積極的に活用。

◇関係行政部局、外部有識者、研究機関等からなる『地球温暖化対策研究推進委員会（仮）』を設置し、研究指針の策定や研究全体の適切な
運営管理を実施。
◇研究独法等を構成員とする『農林水産地球温暖化対策研究連絡協議会（仮）』を設置し、独法研究の連絡・調整・連携を図る。
◇各研究課題の内容を踏まえ、①プロジェクト研究、②競争的研究資金、③独法交付金等での対応に整理。
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研究体制の整備

行政ニーズ

●CO2等温室効果ガスの発生・吸収メカニズ

ムの解明・モデル化。
●モデルを利用した農林水産生態系におけ
る温室効果ガスの排出削減・吸収機能向上
技術を開発。

●主要な農林水産物の収量、品質、病害虫
被害等について、気温、ＣＯ2濃度、水資源量

等の温暖化因子を総合的に考慮した温暖化
影響予測モデルを構築。
●モデルを基に、想定される影響の内容・程
度や時期などについて総合的に評価。

●生産現場のニーズを踏まえ、地球温暖化に適応した品種の育成や、生産安定
技術の開発を体系的に推進。

●適応策研究を進める上で必要な高温障害等の発生メカニズムを解明。
●新たな影響評価に基づき、炭素排出・吸収量評価（LCA評価)や農林水産物の

生産性への影響を考慮した適応策研究を計画的に推進。
●将来の品種育成に対応した遺伝要因の解明など、将来の適応策研究を見据
えた基礎研究を実施。

効率的な地球温暖化対策研究の推進策
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